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第二部  第3章 玉川地域

目標～地域のまちの姿～

地域の骨格プランと土地利用の方針（37ページを参照）

地域のテーマ別の方針（38ページを参照）

アクションエリアの方針（39ページを参照）

○地震や火災、水害等の自然災害に強く、防犯にも配慮した安全で安心して暮らせるまち
○先人たちから受け継いだ、みどり豊かで都市基盤の整った街なみを維持・発展させるとともに、

農のある風景を守り伝え、環境にやさしく快適で住みよいまち
○二子玉川をはじめとした、地域の個性を活かした商店街のにぎわいや、業務などの機能が充実

した交流と生活の拠点が身近にあり、誰もが歩いて暮らせるまち
○国分寺崖線や等々力渓谷などの豊かな自然資源をはじめ、サザエさん通りや九品仏等の歴

史・文化資源を活かした、魅力あふれるまち
○人・自転車・車が安全に行きかう道路と、利用しやすい公共交通機関の環境整備が進み、誰も

が安心して快適に移動できるまち

○『地区生活拠点』として、桜新町駅周辺地区、九品仏駅周辺地区、上野毛駅・中町周辺地区お
よび東深沢商店街地区を位置づけます。

○土地利用の方針では、9つに区分した土地利用の位置を概略で示します。

○３−①～３−⑬は、地区計画などを策定し、街づくりを進めていく地区（一部、地区計画や地区
街づくり計画などが策定されている地区を含む）です。

○３−⑭～３−⑯は、既に策定された地区計画などに基づき、街づくりを進めていく地区です。

テーマⅠ 安全で災害に強いまちをつくる

●延焼遮断帯や延焼遅延帯を整備する
●地区の安全性を向上させる
●災害時の拠点と物資輸送を確保する
●水害を抑制する　●日常の安全・安心を確保する

テーマⅡ みどり豊かで住みやすいまちをつくる ●みどりとみずを守り育てる
●良好な住環境の維持・向上を図る

テーマⅢ 活動・交流の拠点をもつまちをつくる
●活力ある生活拠点とする
●身近に活動・交流の場をつくる
●地区の特性を活かした産業環境づくりを進める

テーマⅣ 地域資源の魅力を高めるまちをつくる ●地域の貴重な自然資源を守り、育てる
●風景の魅力を高める

テーマⅤ 誰もが快適に移動できるまちをつくる
●渋滞を解消し、住宅街の通過交通を減らす
●快適で利用しやすい交通環境の整備を進める
●歩行者や自転車利用者の安全性と快適性を高める
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玉川地域の骨格と土地利用の方針図
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玉川地域のテーマ別の方針図
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